
電話番号

②成果参考指標の目標（実績）と施策の現状、及びその評価

年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 単位 年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 単位

目標値 5.00 6.00 7.00 8.00 目標値 24.00 26.00 28.00 30.00

取組目標値 取組目標値 36.00

実績値 4.00 5.00 5.00 7.00 実績値 22.00 23.00 30.00 33.00

達成率 100.00 83.30 100.00 ％ 達成率 95.80 115.40 117.90 ％

目標値 目標値

取組目標値 取組目標値

実績値 実績値

達成率 ％ 達成率 ％

③評価時点での施策目的に対する現状

④総合的な評価

⑤課題の認識

⑥今後の取組みの方向性

ＩＤ： 評価表番号： 更新日：

地区

数値目標

○築地松景観保全対策において、H23から松くい虫被害が激増したことに伴い、H24から助成金の増額などの特別対策を行っており、H25、26にお
ける松枯れの減少に寄与した。(枯松伐倒経費の助成金申請H24の932本がH25は397本に、Ｈ26は135本に減少）
○景観形成に与える影響の大きい事業者等による大規模な造成、建築などの行為に対して、事前に届け出を求めて指導・助言を行い、良好な景観形成
に向けた誘導を行った。（H26実績128件）
○しまね景観賞において、応募数が昨年の166件に対して106件と減少したが、活動部門や民間建築部門の応募数は順調に推移しており、景観づくり
の普及啓発に寄与した。
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（１）平成27年度
末の施策目的の達成
状況（予測）

Ａ:達成できる
Ｂ:概ね達成できる
Ｃ:達成は困難

判断 その理由（「総合的な評価」の「判断」と異なる「判断」の場合のみ記載）

A

（２）施策の目的達
成に向けての課題

○景観計画は、H26.9月末現在で、全国で1742市区町村中429市区町村（24.6％）が策定しており、島根県は19市町村中6市町（31．6％）と比
較的順調に推移しているが、全国的な傾向からみても人口5万人未満の市町村の計画策定率はきわめて低い状況にある。県内の計画未策定市町村を見る
と13市町村中12市町村が人口5万人未満であり、引き続きこれらの計画未策定市町村への策定への働きかけと支援等を行う必要がある。
○築地松景観保全のためH24から行っている特別対策の実施状況と効果を把握をする必要がある。

施策Ⅲ－４－３　景観の保全と創造

数値目標

目的
○自然景観や田園景観、都市景観など地域の優れた景観を守り育て、魅力ある景観づくりを目指します。

課題解決に向けての
今後の取組みの方向
性

○事業者及び住民も含め、景観行政団体に移行していない市町村に対して、景観形成の意義や効用を理解してもらうための普及啓発や働きかけが必要
であり、併せて十分な支援・指導ができるよう努める。
○良好な景観形成は、事業者、県民及び自治体が一体となってその役割分担に応じた保全・創造活動をするものであり、引き続き事業者及び県民に対
して普及啓発を行っていく。
○築地松景観保全について、助成金の増額などの特別対策の効果と松枯れ被害の状況を把握した上で必要な対策を推進する。

成果参考指標の実績
等の補足説明（任意
記載）

○平成26年度に江津市及び益田市が景観計画を策定した。
○取組目標設定の考え方:景観重点地区の指定が市町の取組により加速され、現在予定されている3候補地区を加えて36とした。

評価時点で施策目的
に対する現状
（客観的事実・デー
タなどに基づいた施
策の現状や取組状
況）

評価時点での総合的
な評価

Ａ:順調に進んでいる
Ｂ:概ね順調に進んでいるが
見直す点もある
Ｃ:あまり順調に進んでいな
い

○景観計画の策定は、浜田市および海士町が計画策定に向け作業中であり、引き続き支援等を行いながら目標達成に向けて
努めている。
○景観重点地区数は、目標を達成した。
○県の景観施策として、大規模行為の届出に係る指導・助言、しまね景観賞をはじめとする普及啓発事業を継続的に行って
おり、良好な景観形成に寄与した。
○築地松景観保全対策のため、実態調査の結果を踏まえ築地松景観保全対策推進協議会を通じた松枯れ対策等の支援を行っ
ている。

A

判断 その理由

定性目標
平成24年度～平成27年度

施策評価シート（評価実施年度：平成２７年度） 事務事業所管部局長
（幹事部局） 土木部長　　冨樫　篤英 0852-22-6017
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①施策の目的等

施策の名称


